







訂もしくは diplomatic text を作成することを目的と
している。また，その過程において Mv. で使用され






























研 究 課 題 Mahāvastu の写本及び校訂研究
研究代表者 平 林 二 郎（仏教研究科博士後期課程仏教学専攻）
Senart 校訂本と６写本
Mv. の文献学的研究は Émile Senart によって３分冊の










A = Société Asiatique, Paris : No.9: ed. Senart I 
p.1.1-p.193.12.
B = bibliothèque Nationale, Paris : No.87-88-89: ed. 
Senart I p.1.1-III p.463.30.
C = University of Cambridge : Add.1339: ed. Senart I 
p.1.1-III p.47.9.
L = Royal Asiatic Society, London : No.9: ed. Senart I 
p.1.1-p.193.12.
M = Collection Minayeff: ed.Senart I p.1.1-p.193.12, III 
p.47.10-p463.20.
N = Bibliothèque Nationale, Paris: No.90-91-92: ed. 
Senart I p.1.1-p.193.12.
Senart の校訂本はこれら６写本を使用しているが，
すべての写本が参照されているのは “ 十地 ”（vol.I, 
p.193, l.12）までである。それ以降の “ 燃灯仏の歴史 ”
（vol.I, p.193, l.13）から “ ヴィジターヴィン・ジャー
タカ ”（vol.III, p.4（, l.9）まではＢ，Ｃ写本の２写本
によって校訂がなされており，“ 大迦葉出家経 ”（vol.
III, p.4（, l.10）以降は C 写本の代わりに M 写本が用
いられテキストの作成がなされている。
Senart の校訂本の学術的成果は大きく，1963 年に


























Franklin Edgerton であり，彼の著書である Buddhist 
Hybrid Sanskrit Grammar and Dictionary（BHSGD.）
は，現在の仏教梵語研究における基準の一つとなって
いる。
BHSGD. において，梵語仏典は Prakrit form の使用
頻度に応じて３種に分類されている。その分類は以下
の通りである。
１類：散文，韻文ともに Prakrit form の使用頻度が
高いもの。
２類：散文と韻文で Prakrit form の使用頻度が違う
もの。韻文は１類のように Prakrit form が使
用され，散文でも仏教特有の語彙を用いてい
るもの。





BHSGD. や同じく Edgerton が著した Buddhist Hybrid 










































山明氏によって 2001 年に Mv. の唯一の貝葉写本
と，それに劣らないといわれる紙写本が出版され
た。（Mahāvastu-Avadāna In Old Palm-Leaf and Paper 
Mamuscript, The Centre for East Asian Culture Studies for 
Unesco, Bibliotheca Codicum Asiaticorum15, The Toyo 
Bunko, 2001.）
Sa = Staatsbibliothek zu Berlin/ Preußischer Kulturbesitz, 
Berlin : No. PSB2.
Sb = Staatsbibliothek zu Berlin/ Preußischer Kulturbesitz, 
Berlin : No. PSB30.














考えられる。また Sb 写本は Sa 写本にも劣らないと
も湯山氏が解説しているものであり，実際にこの写本
の読み進めてみると，内容的には B 写本の系統に近
いものであると思われるが，B 写本よりもこの Sb 写
本の方が丁寧に，内容にも注意して書写されているこ
とが明らかになってきている。湯山氏が指摘している


















ストだけで 496 頁にも上るものとなっており，Sa 写
本では 114b から 2（0a までの約 156 葉であり，Sb




















した B 写本についても，再度確認しながら Romanize





次に Mv. の写本に関する成果であるが，2009 年
におこなわれた大正大学の佛教文化学会において
















































Mv. の 位 置 付 け に 関 し て も，Ernst Windicsh の
有 名 な 論 文 で あ る Die Komposition des Mahāvastu
（Abhandleungen der Königlich Sächsischen Gesellschaft 












Mv. で使用される言語である BHS. については上記





































Mv. 全体の翻訳については今まで J. Jone 氏が出版









Senart のテキスト，Edgerton の BHSGD.，湯山氏
の写本，平岡氏の和訳などが出そろい，Mv. 研究はお
こない易い状況となっている。だからといって写本，
内容，使用される言語，韻律，語彙など複雑な問題が
簡単に解決できるわけではないが，先学の研究を踏ま
え，それぞれの部分において少しでもさらに Mv. を明
らかにできるよう研究を進めていきたいと考えている。
